


令和 3年 1月 1日 

請 願 書 

国立大学法人大阪大学 

総長 西尾 章治郎 様   

請願者  

南十字星会（旧大阪外国語大学インドネシア語科卒及び 

大阪大学外国語学部インドネシア語専攻卒同窓会） 

                         会長  小原 一浩          ㊞ 

 

件名 外国語学部インドネシア語専攻募集人員増員について 

 

【趣旨】 現在の日本を取り巻く国際関係、就中日本―インドネシア関係の重要性に鑑み、インドネシ

ア語専攻募集人員の２０名への増員・復旧を求めます。 

   大阪外国語大学インドネシア語専攻募集人員は、従前は約２０名であったのが、大阪大学との

統合後に外国語学部内では最低の 10 名に半減され、現在は 12 名となっている。 

   半減となったのは 3名の教官の内の 2名が他学部へ転籍となり、1名の教官では従来の定員を

維持できないとの判断の結果であると大学関係者から説明を受けている。本件に関して当会から

再三再四お願いしているが、10 有余年、復旧は遅々として進んでいない。 

それ故に、本件を単に外国語学部内部の問題とはせず、大阪大学における重要案件として、大

学運営役員会での大所高所からの審議をお願いするものです。 

【理由】 

①  大阪外国語大学時代にはインドネシア語学科への語科指定の求人が多く、卒業生は日―イ間

の外交、経済（貿易・直接投資）、文化交流、友好等に大活躍していた。一国の言葉を専攻する

ことは、国際共通語である英語の活用以上に、更に当該国の国情を深く理解し、人脈の構築を

可能にする。使用人口が多く、貿易並びに投資額が多く、関係が深い国の言語を習得しその国

に精通した学生には卒業後、社会で活躍出来る機会が多いのは明白である。 

②  インドネシア語（マレー語も含む）の使用範囲は広範であり、英語は別として、中国語、スペイン

語、ヒンデイ語に次いで 3億人強が使用する。 

旧宗主国の言語が日常的に使用されている国々（例えばインド、フィリッピンでの英語、アフリカ 

諸国でのフランス語など）とは違って、インドネシア語はインドネシア共和国での唯一の公用語で

あり、今なお進化を続けている。 

③  インドネシアは豊富な天然資源・人的資源を有し、世界第 4位の人口である一方、ASEANの盟

主であり、東南アジアで唯一の G２０メンバー国でもある。また、貿易等の国際経済面では日本に

とってインドネシアは 7位であり、インドネシアにとって日本は常に 3位内である。更に、日本の政

府開発援助（ＯＤＥ）の累積額は対インドネシアが 1位である。 

④  日―イ間の政治・経済・文化関係は密接である。インドネシアの人々は日本並びに日本人に対

して世界の中でも最も友好的であり、両国関係の深化・進展が著しく、文化面での活動を通して

今後益々関係強化の必要性が増大すると思われる。 

⑤  インドネシアへの進出企業は約２，０００社に及ぶ。大企業に限ると進出社数は７１９社で、中国・

米国・タイ・シンガポールについで世界 5位である。 



⑥  経済連携協定（EPA）に基づき 2008年から日本の看護・介護業界へ毎年 500人近い看護師・ 

  介護福祉士候補者が研修の為に来日し、又インドネシア人の留学生も大幅に増加している。 

現在、日本には約 6万人のインドネシア人が滞在し将来的にはもっと増大すると予想されている。 

⑦ 最近、日本国内でインドネシア語教育を提供する大学が増加している（例えば慶応大学のマレ

ーインドネシア語コース等、その他２０超の大学が存在する）。 

⑧ 日本インドネシア語検定協会が「インドネシア語技能検定試験」を年に 2回を実施し、今年の 

9月で 58回を数える。日本国内では東京、大阪、名古屋、九州の試験会場で実施されていて、 

直近３年の受験者数は 1,527人～1,549人/年である。 

⑨ インドネシアでは現在、高校の普通課程で第 2外国語の履修が義務化されて、年間 70万人超 

  の高校生が日本語を学習している。 

⑩ 独立法人化されたとはいえ、国立である大阪大学は日本の国策・国益に沿った対応が必要で 

  あり、状況に応じて重点的・効率的に資源を投入する運営が求められる。 

⑪ インドネシア語学科は大阪外国語学校創立時（大正 10 年、1921 年）から基幹語科の一つ馬来

語科（定員 20名）としてスタートしている。 

⑫ 現在の募集定員（580 名）内の 25 語専攻の各定員の見直しが最善の解決策であろうが、一方、

学部内において専攻語ごとの募集人員を固定化せずに、時勢に合わせて柔軟に対応できるよう、

世界の地域ごとに区分するのも教員数が硬直化する弊害を回避することが出来ると考える。 

   

本請願は開校当時（馬来語）からの伝統を引き継ぎ今も 1、000 名超の会員を擁する南十字星会

会員の総意、熱い願いであり、且つ純粋に外国語学部並びに大阪大学を慮ってのものであります。                     

  以上 

添付資料 

① 比較検討資料（公用語国数、推定使用人口） 
② 比較検討資料（現在までのお願いの経緯） 
 

ＣＣ：外国語学部長 竹村 景子 様 

   咲耶会会長  大水 勇 様 
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Fakultas Bahasa2 Asing Bagian Jurusan Bahasa Perubahan /peralihan jumlah konstanta ujian(umum)masuk I.A.Bintang Pari 1/05/2021

BagianJurusan sebelum sesudah Nr.penduduk

Bahasa penggabunan penggabunan Berbahasa

1 Cina 55 40（-15） 36 36 36 40 Cina,Taiwan ,Singapura dll 1,400juta

2 Hindu 15 18(+3) 16 16 16 18 India 540juta

3 Inggris 60 60（+0） 54 54 54 60 Inggris,AS （80negara sebagai bahasa asing kedua) 450juta

4 Spanyol 40 35(-5) 31 31 31 35 Spanyol,negara2 America Selatan（Eksepsi Brasil) 420juta

5 Indonesia 20 10(-10) 9 10 10 12 Indonesia,Mayasia,Brunei,Singapura 300juta

6 Portugal 25 30(+5) 27 26 26 29 Portugal, Brasil 250juta

7 Arab 25 25(+0) 22 22 22 25 Saudi,Irak,Jordan、ＵＡＥ，Yemen 235juta

8 Rusia 40 25(-15) 22 22 22 25 Rusia,Ukraine,Belalus,negara2 lain USSR dahuku 180juta

9 Jerman 25 35(+10) 31 30 30 34 Jerman,Swis 130juta

10 Perancis 30 25(-5) 22 22 22 25 Prancis,Algeria,Swis dll 129juta

11 Filipina 15 12(-3) 10 10 10 12 Filipina(Inggris) 100juta

12 Korea 15 18（+3） 16 16 16 18 Korea, Korea utara 75juta

13 Turki 10 18(+3) 16 16 16 18 Turki,Azerbaijan,negara2 Asia tengah 73juta

14 Vietnam 10 15(+5) 13 13 13 15 Vietnam 70juta

15 Urdu 15 18(+3) 16 16 16 18 Pakistan 61juta 

16 Persia 15 18(+3) 16 16 16 18 Iran 61juta 

17 Italia 30 18(-12) 16 16 16 18 Italia,Swis,San Marino,Vatikan 61juta 

18 Thai 10 15(+5) 13 13 13 15 thai,Lao 50juta

19 Birma 10 18(+8) 16 16 16 18 Myanmar 54juta

20 Kiswahiri 25 18(-7) 16 16 16 18 Kenya,Uganda,Tanzania,Burundi 50juta

21 Hongaria 15 15(+0) 13 13 13 15 Hongaria 14.5juta

22 Swedia 15 18(+3) 16 16 16 18 Swedia 9juta

23 Denmark 15 18(+3) 16 16 16 18 Denmark 5.3juta

24 Mongolia 15 18(+3) 16 16 16 18 Mongolia 2.9juta

25 Jepang 40 40 27 27 27 30 Jepang 12.5juta

Jumlah 590 506 505 505 570

<nota> Tahun 2018,2019,2020 tidak termasuk  AO

<nota> Tahun 2021 terrmasuk AO

<bahan>Pedoman perekurutanOU, Kem LN, Wikipedia

2018 2019 2020 2021 Notajumulah Bahasa nasional*Istilah Resmi(perkiraan)
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